
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■会長の時間          会長 石田喜克君 

本日は、新世代・ロータ

アクト委員会のご尽力で外

部卓話となっております。 

桑野委員長のお計らいで

新世代の（青少年）ための

月間にふさわしい高鍋町教

育長、萱嶋稔様をお迎えし

ての例会となっております。大変お忙しい中での貴重な

ご講話を頂きますことに心から感謝申し上げます。 

高鍋町の青少年の実態など教育現場の立場からお話を

頂けましたら幸いです。高鍋ロータリークラブは、過去

にロータリー財団国際親善奨学生 4名を1年間ドイツ・

メキシコ・米国へ留学させ、青少年交換留学生としては、

2002 年に川口麻衣さん（当時高鍋高校生・新富町出身）

を1年間アメリカ・オレゴン州に派遣し、留学費等をサ

ポートさせて頂いております。また、アメリカのジョエ

ル・フランクさんを川口さん宅で受け入れして頂いた実

績もあります。いずれも2000年前後のことです。最近は、 

ここ10年くらい実績が見当たりませんので、本日のご講

話を拝聴した上で当クラブで可能なことであれば 40 周

年に向けて対応を考えていきたいと思っております。 

さて、高鍋ロータアクトクラブは、2002年1月31日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に正式結成され、昨年 1月で 10周年を迎え、11年目の

活動をされております。 設立時の会員数 20名から現在

では、5名の少数精鋭ですが、9月8日の早朝に蚊口浜の

清掃を実施されました。高鍋ロータリークラブメンバー

は，12名もの参加を頂きましてありがとうございました。 

会員数は減少していても親子で協力すれば不可能は無

い事を実証された活動だったと思います。 

本日も、ロータリーを楽しみましょう 

 

■幹事報告 ＜文書案内＞    幹事 岩切 洋君 

＊ドイツＶＴＴの歓迎会案内 

  日時 平成25年10月7日 

 場所 宮崎観光ホテル 

     東館2階「日向の間」 

 会費 5,000円 

＊ドイツＶＴＴ受入打合せ会 

 日時 平成25年9月26日 18：30～ 

  場所 宮崎市民プラザオルブライトホール第１会議室 

 

■出席報告         出席委員 長野孝吉君 

出席状況  

会  員  数 48名 

出 席 会 員 数 37名 

ホーム出席率 78.72％ 

前々回修正出席率 87.27％ 

 

 

  

武 末  喜久治 

 

 

第 1803 回 平成 25 年 9 月 19 日プログラム 

 

 

 

 

 

2730地区ガバナー    大迫 三郎 

中部分区ガバナー補佐    尾﨑 敏弘 

第2730地区テーマ 

     『職業奉仕の実践』『感動』 

高鍋ロータリークラブテーマ 

     『みんなで力を合わせて行動を』 

9月の月間テーマ  

     新世代のための月間 

７．ＢＯＸ披露 

８．各委員会報告 

９．次週例会案内 

10．点   鐘 

11． 

１．点  鐘  

２．ロータリーソング  

  我らの生業 

３．ビジター・ゲスト紹介  

４．会長の時間 

５．幹事報告 

６．出席報告 

 
本日の例会案内  

＊夜間例会 ＆ 観月会    於；めいりんの湯 

ホテル泉屋 17:30送迎バス出発 （温泉付） 

 

 

 

 

次週例会案内；9月 26日（1804回） 

 ＊会員職業卓話―井上博功君 

＊100万ドル 

第 1802 回 例会内容 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



■ＢＯＸ披露     親睦活動委員長 木浦亨英君 

＜ニコニコ・財団・米山ＢＯＸ＞ 

石田喜克君 萱嶋稔教育長様 

の卓話を楽しみにしており 

ました。ありがとうござい 

ます。9月8日のローター 

アクトクラブの奉仕作業へ 

参加有難うございました。 

茂木晃君 アクトの日（9/10）に因んで行なわれた蚊口 

浜清掃奉仕に参加できず申し訳ありませんでした。 

桑野倫夫君 萱嶋教育長様をお迎えして。今日は宜しく 

お願い致します。 

福本幸良君 萱嶋教育長をお迎えして。 

岡島達雄君 先週結婚記念のお祝いをいただきありがと 

うございました。 

藤本範行君 高鍋高校同級生の萱嶋教育長をお迎えして。 

 本日は卓話を楽しみにしています。 

坂田師通君 ようこそ 萱嶋稔先生。 

 

■情報委員会便り（2013.ＳＥＰ） 

「四つのテスト」     Ｒ情報委員長 平山英俊君 

 今日は、ソングで歌った

「四つのテスト」を勉強し

て頂きます。誰が作ったか、

どうして出来たか、そして

日本語版の翻訳はどの様に

誕生したかを掘り下げます。 

一、今から80年以上も前の 

大恐慌のさなか、一人のロータリアン（ハーバード・Ｊ 

テーラー）が4項目からなる簡明な倫理指針を考案。 

ハーバードは、米国シカゴ会員で最初は戸別訪問の包

装食品販売をしていたが、請われてアルミニューム社に

入社し、倒産寸前の会社建て直しに貢献。その時に 250

人の従業員の教育指導方針として考えたのが 100語から

なる文章であった。それに推敲を重ねて「七つのテスト」

にし、更に短くして自問形式の四つにまとめた。 

 そして、1940年シカゴＲＣ会長になった時の商工会議

所で話した「四つのテスト」が好評、当時のシカゴ出身

のＲＩ理事の目にとまり「お前の所に良い社訓があるそ

うだがロータリーもこれを取り入れるから出してくれな

いか」と要請された。それから 12 年後にハーバードが

46代のＲＩ会長になった時に「四つのテスト」の著作権

を無償譲渡し、その後、この版権は 1960年から失効、現

在は誰でも使用する事ができるようになった。 

二、四つのテストの日本語版、翻訳の経緯 

日本ロータリーでは、全国のクラブに日本語版の応募を

呼び掛ける。 

条件として、 簡潔で分かり易いもの、 疑問体のもの、

反語等は避けて誓言的でないもの、ロータリー以外の人

や特に若い人にも難解でないもの、   

応募件数 70数件   その内、東京ＲＣ本田親男氏の

翻訳版採用（毎日新聞社社長） 

三、当時、四つのテストを積極的に活用した例 

大坂ＲＣ・・バナーに印刷した最初のクラブ。 

三重県上野ＲＣ・・駅に傘を用意して貸し出したところ 

通勤客が傘を返さない（検討）「四つのテスト」を傘の

内側に印刷して新しくしたら全ての傘が帰って来た。 

四、この「四つのテスト」は手続き要覧第 7章―職業奉

仕に掲載、この中に「人間関係における高度の道徳的水

準の向上を図るために」四つのテストを使用するとある。 

五、今日では、ロータリーの基本理念、今世紀における

ロータリーの最も素晴らしい声明と言ってよいでしょう。

私達は一人の職業人です。人との対応の仕方、その気持

ちの持ち方は人それぞれですが、できれば、この「四つ

のテスト」をもとにして人間関係をスムーズにし、心を 

豊かにしていきたいものです。 

情報委員会便り 2013.oct予告＝「五大奉仕」 

 

☆外部卓話       高鍋町教育長 萱嶋 稔 様 

・高鍋町教育基本方針 

・高鍋町人権教育基本方針 

・保護者や地域住民が学校 

運営に参画する。地域と 

共にある学校づくり。 

コミュニティ・スクール 

の充実。 

学校教育と社会教育 

・第五次高鍋町総合計画～将来像・心豊かな人づくり 

・「明倫堂学規」をもとにした「新明倫の教え」の指導 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

＜メンバー紹介＞ 

関正夫君 

１．職業     歯科医師 

２．家族     妻１人、息子１人 

３．趣味     多趣味   

４．座右の銘   生涯研修 生涯現役 

５．メッセージ  とりあえず目標、80才まで（全て） 

            

日高茂君 

１．職業     会社員（NTT宮崎支店） 

２．家族     妻と２人     

３．趣味     ゴルフ、麻雀 

４．座右の銘   今日の案件は明日に持越さない 

５．メッセージ  高鍋RCもう少しお世話になります。 

          

＜情報の広場＞このコーナーでは、皆様の親睦に役立つ 

情報を常に募集しています。 

＜クラブ会報委員会より＞ 

 萱嶋稔先生（教育長）のお話を拝聴し、教育には地域 

の協力が大事であることが、よく分かりました。秋月 

種茂公や石井十次先生の名前に恥じないよう精進が必 

要なことを、改めて感じた１日でした。 

 皆様、プロフィールの提出を宜しくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 


